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※ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)に対比される火山灰を「対象火山灰」と呼称している。

② 3号炉調査時のボーリングに認められる堆積物に関する検討結果(1/3)

○断層調査においては，主に火山砕屑物からなる堆積物若しくは軽石又はスコリアを含む堆積物は認められないが，3号炉調査時のボーリングにおい
て柱状図に“軽石”，“火山灰質”等との記載がなされている堆積物が4つのボーリング(3B-4，3H-2，3J-4及び3-2ボーリング)で確認される。

○これらのボーリングコアは現存することから，R3.10.14審査会合以降，コアの再観察を実施し，“軽石”に対応すると考えられる白色粒子が認められな
いため，基質を対象とした火山灰分析を3B-4，3H-2及び3J-4ボーリングで実施することとした。

○なお，3-2ボーリングについては，3H-2ボーリングと同様，Hm3段丘面の背後斜面に位置し，近接することから，3H-2ボーリングとの対比を実施した。

【3B-4ボーリング】(P244～P245参照)
○「灰褐色を呈する1mm以下の軽石が混じるシルト」との記載がなされている火山灰質シルト(深度0.20～0.50m)を対象とした火山灰分析(組成分

析)の結果，火山ガラスは含まれない(0/3000 粒子)ことから，当該堆積物は，主に火山砕屑物からなるものではない。
○「深度0.50m以深：軽石増え粗粒化」との記載がなされている礫混じりシルト/シルト質砂(深度0.50～3.70m)を対象とした火山灰分析(組成分析)

の結果，火山ガラスは含まれない(0/3000粒子)ことから，当該堆積物は，主に火山砕屑物からなるものではない。
【3J-4ボーリング】(P246～P247参照)
○「3.30m：灰色の火山灰」との記載がなされている細砂(深度2.70～3.40m)のうち，深度3.30m付近を対象とした火山灰分析(組成分析)の結果，

火山ガラスは含まれない(0/3000粒子)ことから，当該堆積物は，主に火山砕屑物からなるものではない。
○「5.00m：灰色火山灰。礫種：安山岩(最大4～5㎝)・軽石」との記載がなされている礫混じり火山灰質シルト(深度4.20～5.40m)のうち，深度

4.40～5.40mを対象とした火山灰分析(組成分析)の結果，火山ガラスはほとんど含まれない(8/3000粒子以下)ことから，当該堆積物は，主に
火山砕屑物からなるものではない。

【3H-2ボーリング】(P248～P249参照)
○「0.60～0.70m：やや火山灰質で乳白色軽石(Φ5mm)が混じる。」との記載がなされている礫混じりシルト(深度0.00～0.85m)のうち，深度0.60

～0.70mを対象とした火山灰分析(組成分析)の結果，火山ガラスはほとんど含まれない(1/3000粒子以下)ことから，当該堆積物は，主に火山
砕屑物からなるものではない。

【3-2ボーリング】(P250～P251参照)
○火山灰質シルト(深度0.70～1.00m)は，3H-2ボーリングにおいて，“火山灰質”との記載がなされている礫混じりシルト(深度0.60～0.70m)に対

比される。
○3H-2ボーリングで認められる礫混じりシルトには，上述のとおり，火山ガラスがほとんど含まれないことから，3-2ボーリングの火山灰質シルトについ

ても，同じく火山ガラスがほとんど含まれないものと判断される。

○3号炉調査時のボーリングにおいて，“軽石”，“火山灰質”との記載がなされている堆積物は，いずれも主に火山砕屑物からなるものではない。

一部修正(R5/1/20審査会合)

２．３ 地質調査
２．３．２ 敷地における調査結果

（１）断層調査時トレンチ及び3号炉調査時ボーリング調査結果



242242

一部修正(H30/5/11審査会合)② 3号炉調査時のボーリングに認められる堆積物に関する検討結果(2/3)
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２．３ 地質調査
２．３．２ 敷地における調査結果

（１）断層調査時トレンチ及び3号炉調査時ボーリング調査結果
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一部修正(H30/5/11審査会合)
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(標高50m及び100m)

当図は，改変後の現地形図に，改変前の空中写真等を用い
て判読した地形分類(段丘面等)を重ねあわせている。

B地点及びC地点以外の断層調査結果の詳細は，
R3.7.2審査会合資料「泊発電所3号炉 地盤(敷地の地質・地質構造)に関するコメント回答」
及び同補足説明資料，
R2.4.16審査会合資料「泊発電所3号炉 地盤(敷地の地質・地質構造)に関するコメント回答
(Hm2段丘堆積物の堆積年代に関する検討)補足説明資料」，
H29.12.8審査会合資料「泊発電所3号炉 地盤(敷地の地質・地質構造)に関するコメント回答
(Hm2段丘堆積物の堆積年代に関する検討)資料集」参照。
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② 3号炉調査時のボーリングに認められる堆積物に関する検討結果(3/3)

２．３ 地質調査
２．３．２ 敷地における調査結果

（１）断層調査時トレンチ及び3号炉調査時ボーリング調査結果
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○3B-4ボーリングにおいては，柱状図の記事に“軽石”及び“火山灰質”の記載がなされている堆積物が，以下のとおり認められる。

○柱状図に“軽石”及び“火山灰質”と記載されている火山灰質シルト(深度0.20～0.50m)及び「軽石増え粗粒化」と記載されている深度0.50m以深
については，R3.10.14審査会合以降に実施したコアの再観察の結果，“軽石”に対応すると考えられる白色粒子が認められないため，基質を対象と
した火山灰分析(組成分析)を実施し，主に火山砕屑物からなるものであるかを確認した。

②-1 3B-4ボーリング(1/2)

【深度0.20～0.50m(標高103.85～103.55m)：火山灰質シルト】
・「灰褐色を呈する1mm以下の軽石が混じるシルト」との記載がなされている火山灰質シルト(深度0.20～0.50m)のうち，基質主体であり，比較的明
色を呈する深度0.27m付近を対象とした火山灰分析(組成分析)の結果，火山ガラスは含まれない(0/3000 粒子)ことから，当該堆積物は，主に
火山砕屑物からなるものではない。

【深度0.50～3.70m(標高103.55～100.35m)：礫混じりシルト/シルト質砂】
・ 「深度0.50m以深：軽石増え粗粒化」との記載がなされている礫混じりシルト/シルト質砂(深度0.50～3.70m)のうち，基質主体であり，比較的明色
を呈する深度0.67m付近を対象とした火山灰分析(組成分析)の結果，火山ガラスは含まれない(0/3000粒子)ことから，当該堆積物は，主に火
山砕屑物からなるものではない。

柱状図記事(抜粋)層相標高(m)深度(m)
○灰褐色を呈する1mm以下の軽石が混じるシルト。
○10mm以下の安山岩礫混じる。深度0.50m以深：軽石増え粗粒化。

火山灰質シルト103.85～103.550.20～0.50

○灰褐色を呈する礫が混じるシルト。礫混じりシルト/シルト質砂103.55～100.350.50～3.70
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Hm1段丘面

H0段丘面群

地すべり地形

発電所敷地境界線

凡 例

当図は，当社航空測量により作成

トレンチ箇所

断層開削調査箇所

露頭調査箇所

敷地の位置図(改変前の地形)

一部修正(R5/1/20審査会合)

２．３ 地質調査
２．３．２ 敷地における調査結果

（１）断層調査時トレンチ及び3号炉調査時ボーリング調査結果
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β石英重鉱物含有量(/3000)火山ガラスの形態別含有量(/3000)
試料番号

(/3000)CumGhoOpxOPmBw

00040000.27

0000.10000.67

孔口標高：104.05m

コア写真(3B-4：深度0～20m)

基盤岩

柱状図(3B-4：深度0～20m)

火山灰分析結果(深度0.00～0.70m)

一部修正(H31/2/22審査会合)②-1 3B-4ボーリング(2/2)

：火山灰分析試料採取箇所(R3.10.14審査会合以降)

２．３ 地質調査
２．３．２ 敷地における調査結果

（１）断層調査時トレンチ及び3号炉調査時ボーリング調査結果
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○3J-4ボーリングにおいては，柱状図の記事に“軽石”，“火山灰質”等の記載がなされている堆積物が，以下のとおり認められる。

○柱状図に“火山灰”と記載されている細砂(深度2.70～3.40m)のうち，火山灰(深度3.30m)については，R3.10.14審査会合以降，コアの再観察及
び火山灰分析(組成分析)を実施し，主に火山砕屑物からなるものであるかを確認した。

○柱状図に“軽石”，“火山灰”及び“火山灰質”と記載されている礫混じり火山灰質シルト(深度4.20～5.40m)については，R3.10.14審査会合以降に
実施したコアの再観察の結果，“軽石”に対応すると考えられる白色粒子が認められないため，基質を対象とした火山灰分析(組成分析)を実施し，
主に火山砕屑物からなるものであるかを確認した。

【深度2.70～3.40m(標高44.73～44.03m)：細砂】
・「3.30m：灰色の火山灰」との記載がなされている細砂(深度2.70～3.40m)のうち，深度3.30m付近を対象とした火山灰分析(組成分析)の結果，
火山ガラスは含まれない(0/3000粒子)ことから，当該堆積物は，主に火山砕屑物からなるものではない。

【深度4.20～5.40m(標高43.23～41.23m)：礫混じり火山灰質シルト】
・「5.00m：灰色火山灰。礫種：安山岩(最大4～5㎝)・軽石」との記載がなされている礫混じり火山灰質シルト(深度4.20～5.40m)のうち，深度
5.00m付近と，基質主体であり，比較的明色を呈する深度4.40～4.50m及び5.20～5.40mを対象とした火山灰分析(組成分析)の結果，火山ガラ
スはほとんど含まれない(8/3000粒子以下)ことから，当該堆積物は，主に火山砕屑物からなるものではない。

柱状図記事(抜粋)層相標高(m)深度(m)

○3.30m：灰色の火山灰。細砂44.73～44.032.70～3.40

○5.00m：灰色火山灰。
○礫種：安山岩(最大4～5㎝)・軽石

礫混じり火山灰質シルト43.23～41.234.20～5.40

Mm1段丘面

Hm3段丘面

Hm2段丘面

Hm1段丘面

H0段丘面群

地すべり地形

発電所敷地境界線

凡 例

敷地の位置図(改変前の地形) 当図は，当社航空測量により作成

トレンチ箇所

断層開削調査箇所

露頭調査箇所

②-2 3J-4ボーリング(1/2) 一部修正(R5/1/20審査会合)

２．３ 地質調査
２．３．２ 敷地における調査結果

（１）断層調査時トレンチ及び3号炉調査時ボーリング調査結果
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コア写真(3J-4：深度0～20m)

孔口標高：47.43m

基盤岩

Hm3段丘
堆積物※

柱状図(3J-4：深度0～20m)

Hm3段丘

堆積物※

火山灰分析結果(深度3.30～5.40m)

コア写真(3J-4：深度0～20m)

一部修正(H30/5/11審査会合)

β石英重鉱物含有量(/3000)火山ガラスの形態別含有量(/3000)
試料番号

(/3000)CumGhoOpxOPmBw

00212130003.3 

002159000.24.4-4.5

0014880.200.75.0

00101223.500.45.2-5.3

0011111700.15.3-5.4

※ Hm3段丘堆積物への区分に関しては，H31.2.22審査会合資料(机上配布資料1)「泊発電所3号炉 地盤(敷地の地質・地質構造)に関するコメント回答(Hm2段丘堆積物の堆積年代に関する検討)(敷地全体の地質分布)」参照。

：火山灰分析試料採取箇所(R3.10.14審査会合以降)

②-2 3J-4ボーリング(2/2)

２．３ 地質調査
２．３．２ 敷地における調査結果

（１）断層調査時トレンチ及び3号炉調査時ボーリング調査結果
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凡 例

○3H-2ボーリングにおいては，柱状図の記事に“軽石”及び“火山灰質”の記載がなされている堆積物が，以下のとおり認められる。

○柱状図に“軽石”及び“火山灰質”と記載されている礫混じりシルト(深度0.00～0.85m)のうち，深度0.60～0.70mについては，R3.10.14審査会合
以降に実施したコアの再観察の結果，“軽石”に対応すると考えられる白色粒子が認められないため，基質を対象とした火山灰分析(組成分析)を実
施し，主に火山砕屑物からなるものであるかを確認した。

【深度0.00～0.85m(標高60.37～59.52m)：礫混じりシルト】
・「0.60～0.70m：やや火山灰質で乳白色軽石(Φ5mm)が混じる。」との記載がなされている礫混じりシルト(深度0.00～0.85m)のうち，深度0.60～
0.70mを対象とした火山灰分析(組成分析)の結果，火山ガラスはほとんど含まれない(1/3000粒子以下)ことから，当該堆積物は，主に火山砕屑
物からなるものではない。

柱状図記事(抜粋)層相標高(m)深度(m)

○0.60～0.70m：やや火山灰質で乳白色軽石(Φ5mm)が混じる。礫混じりシルト60.37～59.520.00～0.85

敷地の位置図(改変前の地形)
当図は，当社航空測量により作成

トレンチ箇所

断層開削調査箇所

露頭調査箇所

一部修正(R5/1/20審査会合)②-3 3H-2ボーリング(1/2)

２．３ 地質調査
２．３．２ 敷地における調査結果

（１）断層調査時トレンチ及び3号炉調査時ボーリング調査結果
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孔口標高：60.37m

コア写真(3H-2：深度0～20m)

基盤岩

柱状図(3H-2：深度0～20m)

β石英重鉱物含有量(/3000)火山ガラスの形態別含有量(/3000)
試料番号

(/3000)CumGhoOpxOPmBw

0035940.500.30.6-0.7

火山灰分析結果(深度0.60～0.70m)

一部修正(R3/7/2審査会合)

：火山灰分析試料採取箇所(R3.10.14審査会合以降)

②-3 3H-2ボーリング(2/2)

２．３ 地質調査
２．３．２ 敷地における調査結果

（１）断層調査時トレンチ及び3号炉調査時ボーリング調査結果
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○3-2ボーリングにおいては，柱状図の記事に“火山灰質”の記載がなされている堆積物が，以下のとおり認められる。

○柱状図に“火山灰質”と記載されている火山灰質シルト(深度0.70～1.00m) については，R3.10.14審査会合以降，同じくHm3段丘面の背後斜面
に位置し，近接する3H-2ボーリングとの層序対比を実施し，主に火山砕屑物からなるものであるかを確認した。

【深度0.70～1.00m(標高53.23～53.53m)：火山灰質シルト】
・火山灰質シルト(深度0.70～1.00m)は，3H-2ボーリングにおいて，“火山灰質”との記載がなされている礫混じりシルト(深度0.60～0.70m)に対比
される。

○3H-2ボーリングで認められる礫混じりシルトには，火山ガラスがほとんど含まれない(前頁参照)ことから，3-2ボーリングの火山灰質シルトについても，
同じく火山ガラスがほとんど含まれないものと判断される。

柱状図記事(抜粋)層相標高(m)深度(m)

○褐色を呈する強風化凝灰岩が混じるシルト。火山灰質シルト53.23～53.530.70～1.00

Mm1段丘面

Hm3段丘面

Hm2段丘面

Hm1段丘面

H0段丘面群

地すべり地形

発電所敷地境界線

凡 例

敷地の位置図(改変前の地形)
当図は，当社航空測量により作成

トレンチ箇所

断層開削調査箇所

露頭調査箇所

一部修正(R5/1/20審査会合)②-4 3-2ボーリング(1/2)

２．３ 地質調査
２．３．２ 敷地における調査結果

（１）断層調査時トレンチ及び3号炉調査時ボーリング調査結果
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コア写真(3-2：深度0～20m)

基盤岩

孔口標高：53.93m

柱状図(3-2：深度0～20m)

コア写真(3-2：深度0～20m)

一部修正(H31/2/22審査会合)②-4 3-2ボーリング(2/2)

２．３ 地質調査
２．３．２ 敷地における調査結果

（１）断層調査時トレンチ及び3号炉調査時ボーリング調査結果
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① 検討経緯 一部修正(R5/1/20審査会合)

○F-1断層開削調査箇所(a地点，1,2号炉調査時)において，地表付近に以下の堆積物を確認している。
・火山灰質シルト
・火山灰(灰白色)
・火山灰(黄灰色)(上位)(以降，「火山灰(黄灰色B)」と呼称)
・火山灰(黄灰色)(下位)(以降，「火山灰(黄灰色A)」と呼称)

○3号炉調査時の露頭(b～d地点)及び平成25年度造成工事時の露頭(e地点)において，表土直下に火山灰質シルトを確認している。
○b地点及びe地点においては，火山灰分析の結果，対象火山灰※に対比される火山ガラスが認められる。

○1,2号炉調査時のボーリング(A-10及びB-10ボーリング)においては，柱状図に“火山灰質”との記載がなされている堆積物が認められる。

※ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)に対比される火山灰を「対象火山灰」と呼称している。

２．３ 地質調査
２．３．２ 敷地における調査結果

（２）1,2号炉調査時，3号炉調査時及び平成25年度造成工事時露頭に認められる堆積物の解釈

○これらの露頭及びボーリングコアは，いずれも敷地造成に伴う改変により消失又は現存していない状況である。
○また，断層調査においてこれらと同様な堆積物は確認されていない。

○このため，これらの堆積物については，敷地及び敷地近傍の当社地質調査結果を踏まえ，地層区分の検討を実施した。
○地層区分の検討については，まず，同一地形上に断層調査のトレンチが位置しているb～e地点を実施し，その後，a地点，A-10及びB-10

ボーリングについて実施した。
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一部修正(H30/5/11審査会合)

Mm1段丘面

Hm3段丘面

Hm2段丘面

Hm1段丘面

H0段丘面群

地すべり地形

発電所敷地境界線

凡 例

敷地の位置図(改変前の地形)

B地点

C地点

D地点
E地点

F地点

G地点

F-11断層開削調査箇所

A-2

A-1

C-1

C-2 C-3

A-3

F-1断層
開削調査箇所

(a地点)

F-1断層開削調査箇所
近傍露頭2

F-1断層開削調査箇所
近傍露頭1

Hm1段丘露頭

F-3断層開削調査箇所

F-4断層開削調査箇所

H30追加調査範囲

当図は，当社航空測量により作成

A地点
(茶津地点)

３号炉

１号炉 ２号炉開削調査箇所
(北側) 開削調査箇所

(南側)

共和町
幌似方向

トレンチ箇所

断層開削調査箇所

露頭調査箇所

Mm1段丘露頭

e地点

d地点

c地点

b地点

B-10

A-10

3B-4

3H-2

3-2

3J-4

② 調査位置図

２．３ 地質調査
２．３．２ 敷地における調査結果

（２）1,2号炉調査時，3号炉調査時及び平成25年度造成工事時露頭に認められる堆積物の解釈
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【3号炉調査時露頭(b～d地点)及び平成25年度造成工事時露頭(e地点)】(次頁～P257参照)
○3号炉調査時の露頭(b～d地点)及び平成25年度造成工事時の露頭(e地点)は，Hm3段丘面の背後斜面に位置することから，同一地形上に位

置するC-3トレンチ(断層調査)との層序対比を実施した。
(C-3トレンチとの層序対比結果)

○b～e地点に認められる表土直下の火山灰質シルトの下位には，主に基質にシルトを含む礫混じりの堆積物が認められる。
○C-3トレンチにおいては，下位から，Hm2段丘堆積物相当層(淘汰の良い砂層)，斜面Ⅱ堆積物(角礫が混じるシルト混じり砂礫層，礫混じり砂

層)，陸成層(シルト質砂層)及び表土が認められる(P233参照)。
○b～e地点において，火山灰質シルトの下位に認められる堆積物は，その層相からC-3トレンチに認められる斜面Ⅱ堆積物に対比される。
○火山灰質シルトについては，C-3トレンチに認められる，表土直下に位置し，斜面Ⅱ堆積物を覆う，陸成層に対比される。

○また，C-3トレンチに認められる陸成層等を対象に実施した火山灰分析の結果は以下に示すとおり。
(火山灰分析結果)

○C-3トレンチに認められる陸成層は，火山灰分析の結果，火山ガラスの粒子数が少なく，支笏第1降下軽石(Spfa-1)及び対象火山灰※に対比さ
れる火山ガラスの混在が認められる。

○また，火山ガラス及び重鉱物(斜方輝石及び角閃石)の粒子数は，下位の斜面Ⅱ堆積物と同程度であり，明瞭なピークは認められない。
○加えて，斜方輝石の屈折率はブロードな頻度分布を呈し，明瞭なピークは認められない(P234～P239参照)。

○C-3トレンチよりも海側に位置するC-1トレンチ(断層調査)においても，C-3トレンチから連続する斜面Ⅱ堆積物が認められ(P217参照)，その
上位の陸成層には，火山灰分析の結果，火山ガラスの粒子数が少なく，支笏第1降下軽石(Spfa-1)及び対象火山灰※に加え，洞爺火山灰
(Toya)に対比される火山ガラスの混在も認められる。

○また，火山ガラス及び重鉱物(斜方輝石及び角閃石)の粒子数は，下位の斜面Ⅱ堆積物と同程度であり，明瞭なピークは認められない。
○加えて，斜方輝石及び角閃石の屈折率はブロードな頻度分布を呈し，明瞭なピークは認められない(P218～P223参照)。

○C-3トレンチとの層序対比結果及び同トレンチに認められる陸成層等を対象に実施した火山灰分析結果から，b～e地点において，表土直下に火山
灰質シルトと記載されている堆積物は，支笏第1降下軽石(Spfa-1)，洞爺火山灰(Toya)及び対象火山灰※に対比される火山ガラスが混在する堆
積物であると推定される。

○この火山ガラスが混在する堆積物は，同一地形上に位置し，いずれも表土直下に認められることから，旧地表面に沿って堆積しているものと推定さ
れる。

○なお，b地点とc地点の間に位置する3H-2ボーリングの柱状図には，b～e地点と同様，表土(腐植土)直下に“火山灰質”の記載が認められ，当該
箇所における火山灰分析(組成分析)の結果，火山ガラスがほとんど含まれていないこと等を確認しており，この結果は，上述の火山ガラスが混在
する堆積物との推定を支持するものである(P248～P249参照)。

一部修正(R5/1/20審査会合)③ 3号炉調査時露頭(b～d地点)及び平成25年度造成工事時露頭(e地点)(1/3)

※ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)に対比される火山灰を「対象火山灰」と呼称している。

２．３ 地質調査
２．３．２ 敷地における調査結果

（２）1,2号炉調査時，3号炉調査時及び平成25年度造成工事時露頭に認められる堆積物の解釈
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(b地点)

火山灰質シルト
層厚40cm

礫混じり
砂質シルト
層厚50cm

有機質シルト
層厚20cm

礫質シルト
層厚220cm

火山灰質シルト
層厚40cm

有機質シルト
層厚30cm

シルト質砂
層厚150cm

礫混じり
砂質シルト
層厚110cm

角礫質安山岩

露 頭 b地点 露 頭 c地点

(d地点)

有機質シルト
層厚30cm

礫混じりシルト
層厚55cm

火山灰質シルト
層厚25cm

露 頭 d地点

一部修正(H29/3/10審査会合)

(c地点)

③ 3号炉調査時露頭(b～d地点)及び平成25年度造成工事時露頭(e地点)(2/3)

3号炉調査時 露頭柱状図及び写真

屈折率測定の
結果，対象火
山灰※に対比
される火山ガラ
スが認められる

※ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)に対比される火山灰を
「対象火山灰」と呼称している。

２．３ 地質調査
２．３．２ 敷地における調査結果

（２）1,2号炉調査時，3号炉調査時及び平成25年度造成工事時露頭に認められる堆積物の解釈
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余白
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平成25年度造成工事時 露頭写真(e地点)

露頭拡大

表土

火山灰質シルト
層厚25cm

SE →← NW

標高：約63m

一部修正(H29/3/10審査会合)

調査位置図

(灰白色)

礫混じり
シルト質砂

(斜面堆積物(円礫～角礫，
クサリ礫化))

屈折率測定及び主成分分析の結
果，対象火山灰※に対比される火
山ガラスが認められる

③ 3号炉調査時露頭(b～d地点)及び平成25年度造成工事時露頭(e地点)(3/3)

※ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)に対比される火山灰を
「対象火山灰」と呼称している。

写真撮影方向

Hm3段丘面

Hm2段丘面

H0段丘面群

地すべり地形

発電所敷地境界線

凡 例

当図は，当社航空測量により作成

トレンチ箇所

断層開削調査箇所

露頭調査箇所

法面勾配 1:2.5

２．３ 地質調査
２．３．２ 敷地における調査結果

（２）1,2号炉調査時，3号炉調査時及び平成25年度造成工事時露頭に認められる堆積物の解釈
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④ F-1断層開削調査箇所(1,2号炉調査時)(a地点)(1/2) 一部修正(R5/1/20審査会合)

【F-1断層開削調査箇所(1,2号炉調査時)(a地点)】(次頁参照)
○F-1断層開削調査箇所の地層区分については，断層調査に基づく検討の結果，下位から，「基盤岩」，「MIS7か或いはそれより古い海

成層」，「河成の堆積物」及び「陸成層」に区分しており，火山灰等の記載は，陸成層中に認められるものである。
○断層調査の結果，高位段丘堆積物等(MIS7以前)※1の上位には，明瞭な火山灰を含む地層は認められず，表土直下において支笏第1

降下軽石(Spfa-1)，洞爺火山灰(Toya)及び対象火山灰※2に対比される火山ガラスが混在する堆積物が認められる(P204参照)。
○F-1断層開削調査箇所のスケッチ(1982年夏頃作成)に火山灰等と記載されている複数の堆積物のうち，表土直下に分布する火山灰

(灰白色)及び火山灰質シルトは，以下のことから，火山ガラスが混在する堆積物に対比されるものと推定される。
・火山灰(灰白色)と火山灰質シルトは，旧地表面に沿って堆積しており，比較的新しい堆積物であると考えられる。
・3号炉調査時露頭(b～d地点)及び平成25年度造成工事時露頭(e地点)において，前述の検討(P254～P257参照)により，支笏
第1降下軽石(Spfa-1)，洞爺火山灰(Toya)及び対象火山灰※2に対比される火山ガラスが混在すると推定した堆積物は，旧地表
面に沿って堆積していると推定される。

・F-1断層開削調査箇所と，3号炉調査時露頭及び平成25年度造成工事時露頭は，いずれも同程度の標高(約50～60m)の斜面上
に位置する。

・断層調査においては，高位段丘堆積物等(MIS7以前)※1の上位において，火山ガラスが混在する堆積物が認められる。

○火山灰(灰白色)は，スケッチにおいて陸成層下部を侵食しているように見えることから，火山灰(灰白色)とその下位に位置する火山灰
(黄灰色)には時間間隙が存在するものと考えられる。

○このため，火山灰(黄灰色A)及び火山灰(黄灰色B)については，積丹半島西岸及び岩内平野において，中位段丘堆積物(MIS5e)※3の
上位ではあるが，以下の堆積物が認められる(P204参照)ことを踏まえると，これらに対比される可能性が考えられる。
洞爺火山灰(Toya)の火山ガラスを多く含む堆積物
阿蘇4火山灰(Aso-4)の純層又は二次堆積物

○しかし，敷地及び敷地近傍には高位段丘堆積物等(MIS7以前)の上位にF-1断層開削調査箇所のスケッチに認められる火山灰(黄灰
色A)及び火山灰(黄灰色B)に対比される堆積物が認められないことを踏まえると，火山灰(黄灰色A)及び火山灰(黄灰色B)について
は，噴出年代及び給源が不明な降下火砕物である可能性を否定できない。

○なお，火山灰(黄灰色A)及び火山灰(黄灰色B)については，噴出年代及び給源が不明な降下火砕物である可能性を否定できないこと
から，噴出年代及び給源不明の降下火砕物として取り扱うこととし，降下火砕物の層厚評価の検討対象とする(当該堆積物の層厚に
ついては次頁参照)。

※1 Hm3段丘堆積物，Hm2段丘堆積物及びHm2段丘堆積物相当層。
※2 ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)に対比される火山灰を「対象火山灰」と呼称している。

２．３ 地質調査
２．３．２ 敷地における調査結果

（２）1,2号炉調査時，3号炉調査時及び平成25年度造成工事時露頭に認められる堆積物の解釈

※3 Mm1段丘堆積物。
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④ F-1断層開削調査箇所(1,2号炉調査時)(a地点)(2/2) 一部修正(R5/1/20審査会合)

２．３ 地質調査
２．３．２ 敷地における調査結果

（２）1,2号炉調査時，3号炉調査時及び平成25年度造成工事時露頭に認められる堆積物の解釈

○F-1断層開削調査箇所のスケッチには，火山灰等と記載されている複数の堆積物(下位より，火山灰(黄灰色A)，火山灰(黄灰色B)，
火山灰(灰白色)及び火山灰質シルト)が認められるが，層厚を実測していない。

○このため，降下火砕物の層厚評価の検討対象とする火山灰(黄灰色A)及び火山灰(黄灰色B)については，縦断面図に標高が示され，更
に堆積物の層厚が最大に見える東側壁面において，縦断面図に示された標高に基づき，最大層厚及び平均層厚を推定した。

○平均層厚は，水平距離1m間隔で層厚を推定し，その平均値とした。

※R5.10.6審査会合資料においては，当該表中に「火山灰(灰白色)」
の層厚を，当該表外に「火山灰質シルト」の層厚を掲載していたもの
の，これらの堆積物は，前頁に示す通り火山ガラスが混在する堆積
物に対比されるものと推定され，降下火砕物の層厚評価の検討対
象としては扱わないことから，記載を削除した。

F-1断層開削調査箇所(a地点) 露頭スケッチ(昭和57年夏頃作成)

河成の堆積物

河成の堆積物

↑
山側

海側
↓

【南側壁面】【北側壁面】

【東側壁面】

神恵内層

(1)

(2)

推定
平均層厚

推定
最大層厚

スケッチ記載

約14cm約23cm
火山灰

(黄灰色B)

約14cm約18cm
火山灰

(黄灰色A)

推定最大層厚及び推定平均層厚※

(1).縦断面図に示された地表面標高：62.1m
(2).縦断面図に示された小段標高：51.5m

(1)

(2)

[火山灰(黄灰色B)]
推定最大層厚：約23cm

[火山灰(黄灰色A)]
推定最大層厚：約18cm
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【1,2号炉調査時ボーリング(A-10及びB-10ボーリング)】(次頁～P267参照)
○A-10ボーリングに認められる砂質シルトは，本ボーリングと同位置で実施した開削調査箇所(北側)(断層調査)において，海成堆積物

であるM3ユニット中に認められる，火山ガラスが含まれない砂質シルトに対比されることから，主に火山砕屑物からなるものではないと
推定される。

○B-10ボーリングに認められるシルト及び粘土は，敷地全体のパネルダイアグラム作成の結果※1，MIS7直後又はMIS9直後の河成の堆
積物であるTf4ユニットに区分されるものである。

○Tf4ユニット堆積以前に降灰した可能性がある火山灰のうち，敷地及び敷地近傍の地質調査において認められる火山灰は，堆積物中
に混在する対象火山灰※2のみであることから，当該堆積物は，対象火山灰が混在する堆積物に区分される可能性が考えられる。

一部修正(R5/1/20審査会合)⑤ 1,2号炉調査時ボーリング(A-10及びB-10ボーリング)(1/6)

※1 敷地全体のパネルダイアグラムについては，R3.7.2審査会合補足説明資料8章参照。
※2 ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)に対比される火山灰を「対象火山灰」と呼称している。

２．３ 地質調査
２．３．２ 敷地における調査結果

（２）1,2号炉調査時，3号炉調査時及び平成25年度造成工事時露頭に認められる堆積物の解釈
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【A-10ボーリング】
○A-10ボーリングにおいては，柱状図の記事に“火山灰質”の記載がなされている堆積物が，以下のとおり認められる。

○柱状図に“火山灰質”と記載されている砂質シルト(深度5.30～6.00m) については，R3.10.14審査会合以降，本ボーリング地点と同位置で実施し
た開削調査箇所(北側)との層相・層序対比(P264～P265参照)から，主に火山砕屑物からなるものであるかを確認した。

【深度5.30～6.00m(標高48.24～47.54m)：砂質シルト】
・A-10ボーリングに認められる砂質シルトは，本ボーリングと同位置で実施した開削調査箇所(北側)(断層調査)において，海成堆積物であるM3ユ
ニット中に認められる，火山ガラスが含まれない砂質シルトに対比されることから，主に火山砕屑物からなるものではないと推定される。

柱状図記事(抜粋)層相標高(m)深度(m)

○粘着力があり，やや火山灰質である。砂質シルト48.24～47.545.30～6.00

Mm1段丘面

Hm3段丘面

Hm2段丘面

Hm1段丘面

H0段丘面群

地すべり地形

発電所敷地境界線

凡 例

敷地の位置図(改変前の地形)
当図は，当社航空測量により作成

トレンチ箇所

断層開削調査箇所

露頭調査箇所

⑤ 1,2号炉調査時ボーリング(A-10及びB-10ボーリング)(2/6) 一部修正(R5/1/20審査会合)

２．３ 地質調査
２．３．２ 敷地における調査結果

（２）1,2号炉調査時，3号炉調査時及び平成25年度造成工事時露頭に認められる堆積物の解釈
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孔口標高：53.54m

基盤岩

コア写真(A-10：深度0～21m)

柱状図(A-10：深度0～21m)

一部修正(H30/5/11審査会合)⑤ 1,2号炉調査時ボーリング(A-10及びB-10ボーリング)(3/6)

２．３ 地質調査
２．３．２ 敷地における調査結果

（２）1,2号炉調査時，3号炉調査時及び平成25年度造成工事時露頭に認められる堆積物の解釈
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○A-10ボーリングの柱状図に“火山灰質”との記載がなされている堆積物(砂質シルト：標高47.54～48.24m)との層相・層序対比を行う
ため，A-10ボーリングと同位置である開削調査箇所(北側)の層相・層序を確認した。

○なお，A-10ボーリングは，開削調査箇所(北側)北側壁面の距離呈約15mの位置で実施していることから，開削調査箇所(北側)の層
相・層序は，距離呈15m付近を確認する。

【開削調査箇所(北側)北側壁面 距離呈15m付近】(次頁～P265参照)
○距離呈15m付近には，基盤岩(砂質凝灰岩，上面標高約44m)の上位に，下位からM1ユニット(砂礫及び砂)，Tf2ユニット(シルト混じ

り砂礫等)，M3ユニット(砂，砂質シルト，シルト混じり砂等)，Tf3ユニット(砂礫等)及びTf4ユニット(シルト混じり砂礫)が認められる。
○また，M3ユニットのうち，標高約48mに認められる砂質シルトは，R3.10.14審査会合以降，火山灰分析(組成分析)を実施しており，そ

の結果，火山ガラスが含まれない(P265参照)。

○A-10ボーリングに認められる砂質シルトは，本ボーリングと同位置で実施した開削調査箇所(北側)において，海成堆積物であるM3ユ
ニット中に認められる，火山ガラスが含まれない砂質シルトに対比される。

B-10

A-10

開削調査箇所
(北側)

敷地の位置図(改変前の地形) 開削調査箇所(北側)付近 拡大図

一部修正(R5/1/20審査会合)⑤ 1,2号炉調査時ボーリング(A-10及びB-10ボーリング)(4/6)

２．３ 地質調査
２．３．２ 敷地における調査結果

（２）1,2号炉調査時，3号炉調査時及び平成25年度造成工事時露頭に認められる堆積物の解釈
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東部西部及び中央部← W E →

開削調査箇所(北側)北側壁面 写真及びスケッチ

(参考)開削調査箇所(北側) 北側壁面 写真及びスケッチ

Tf3

Tf2

Tf1

M3
M2

M1

M1
Tf2

北側壁面
Tf4

M3ユニットに挟在する河成の堆積物

Tf3

Tf2

Tf1

M3
M2

M1

M1Tf2

Tf4

M3ユニットに挟在する河成の堆積物

一部修正(R2/4/16審査会合)

次頁拡大範囲

地層区分ユニット
区分 ケース3ケース2ケース1

MIS9直後の河成の堆積物MIS7直後の河成の堆積物MIS9直後の河成の堆積物Tf4

Hm3段丘堆積物(MIS9)に
挟在する河成の堆積物

Hm3段丘堆積物(MIS7)に
挟在する河成の堆積物

MIS9以前の海成層に
挟在する河成の堆積物

Tf3

Hm3段丘堆積物(MIS9)Hm3段丘堆積物(MIS7)MIS9以前の海成層M3

Hm3段丘堆積物(MIS9)に
挟在する河成の堆積物

Hm3段丘堆積物(MIS7)に
挟在する河成の堆積物

MIS9以前の海成層に
挟在する河成の堆積物

Tf2

Hm3段丘堆積物(MIS9)Hm3段丘堆積物(MIS7)MIS9以前の海成層M1

開削調査箇所(北側) 地層区分とユニット区分

A-10ボーリング掘削位置

２．３ 地質調査
２．３．２ 敷地における調査結果

（２）1,2号炉調査時，3号炉調査時及び平成25年度造成工事時露頭に認められる堆積物の解釈
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M3

M1Tf2

Tf4

柱状図(A-10：深度0～12m)

開削調査箇所(北側) 北側壁面スケッチ(拡大図)

西部及び中央部← W E →東部

※当該層は，道路造成に当たり実施した植生工である。

： 火山灰分析試料採取箇所(R3.10.14審査会合以降)

(参考)開削調査箇所(北側)とA-10ボーリングの層相・層序対比

A-10ボーリング掘削位置

A-10ボーリングに認められる砂質シルトは，開削調査箇
所(北側)に認められる堆積物のうち，海成堆積物であ
るM3ユニット中の砂質シルトに対比される。

火山灰分析結果(距離呈約15m，標高約48m)

β石英重鉱物含有量(/3000)
火山ガラスの形態別含有量

(/3000)
試料番号

(/3000)CumGhoOpxOPmBw

00110000SKA-N-CSP 14.8

Tf3

再掲(R5/1/20審査会合)

２．３ 地質調査
２．３．２ 敷地における調査結果

（２）1,2号炉調査時，3号炉調査時及び平成25年度造成工事時露頭に認められる堆積物の解釈
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【B-10ボーリング】
○B-10ボーリングにおいては，柱状図の記事に“火山灰質”の記載がなされている堆積物が，以下のとおり認められる。

○柱状図に“火山灰質”と記載されている粘土(深度4.40～4.60m)及びシルト(深度6.40～6.55m)については，R3.10.14審査会合以降，周辺で実
施した地質調査結果との層相・層序対比から，主に火山砕屑物からなるものであるかを確認した。

【深度4.40～4.60m(標高51.41～51.21m)：粘土，深度6.40～6.55m(標高49.41～49.26m)：シルト】
・B-10ボーリングに認められるシルト及び粘土は，敷地全体のパネルダイアグラム作成の結果※1，MIS7直後又はMIS9直後の河成の堆積物であるTf4
ユニットに区分されるものである。

・Tf4ユニット堆積以前に降灰した可能性がある火山灰のうち，敷地及び敷地近傍の地質調査において認められる火山灰は，堆積物中に混在する対
象火山灰※2のみであることから，当該堆積物は，対象火山灰※2が混在する堆積物に区分される可能性が考えられる。

柱状図記事(抜粋)層相標高(m)深度(m)

○火山灰質。粘土51.41～51.214.40～4.60

○火山灰質。シルト49.41～49.266.40～6.55

Mm1段丘面

Hm3段丘面

Hm2段丘面

Hm1段丘面

H0段丘面群

地すべり地形

発電所敷地境界線

凡 例

敷地の位置図(改変前の地形)

当図は，当社航空測量により作成

トレンチ箇所

断層開削調査箇所

露頭調査箇所

⑤ 1,2号炉調査時ボーリング(A-10及びB-10ボーリング)(5/6)

※1 敷地全体のパネルダイアグラムについては，R3.7.2審査会合補足説明資料8章参照。
※2 ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)に対比される火山灰を「対象火山灰」と呼称している。

一部修正(R5/1/20審査会合)

２．３ 地質調査
２．３．２ 敷地における調査結果

（２）1,2号炉調査時，3号炉調査時及び平成25年度造成工事時露頭に認められる堆積物の解釈
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コア写真(B-10：深度0～21m)

孔口標高：55.81m

基盤岩

MIS7か或いはそれより
古い海成層

河成の堆積物
(MIS7直後又はMIS9直後)

柱状図(B-10：深度0～21m)

一部修正(H30/5/11審査会合)⑤ 1,2号炉調査時ボーリング(A-10及びB-10ボーリング)(6/6)

２．３ 地質調査
２．３．２ 敷地における調査結果

（２）1,2号炉調査時，3号炉調査時及び平成25年度造成工事時露頭に認められる堆積物の解釈
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敷地前面海域の海底地質図

No.1試料採取位置

No.2試料採取位置

No.3試料採取位置

後志海山

凡 例

○敷地前面海域においては，右図に示す位置で地質調査(ピスト
ンコアラー調査)を実施している。

○なお，敷地前面海域は，敷地から汀線方向約50km，沖合方
向約35kmの範囲の海域及び弁慶岬周辺の海域である。

【ピストンコアラー調査結果】
○No.1～No.3試料採取位置の調査結果は以下のとおり。

・No.1試料採取位置で採取した柱状試料においては，14C法年
代測定値51,080y.B.P.以前を示す有孔虫化石の直下部にお
いてクッタラ第2火山灰(Kt-2)に対比される火山灰を確認し
ている。

・No.2試料採取位置で実施した柱状試料においては，主に火
山砕屑物からなる堆積物は認められない。

・No.3試料採取位置で採取した柱状試料においては，支笏第1
降下軽石(Spfa-1)に対比される火山灰を確認している。

： 地質調査結果掲載地点

敷地前面海域における調査結果の詳細については，H28.8.26審査会合資料「泊発電所 敷地前
面海域の地質層序(補足説明資料)」に記載。

弁慶岬

地質調査(調査結果-敷地前面海域における地質調査(調査位置図)-)(1/6) 一部修正(H28/8/26審査会合)

２．３ 地質調査

２．３．３ 敷地前面海域における調査結果
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余白
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海上音波探査記録 測線k

○No.1試料採取位置は，Uesawa et al.(2022)によれば，クッタラ第2火山灰(Kt-2)の分布範囲に位置する(P127参照)。
○当該位置において，ピストンコアラーにより755cmの柱状試料を採取した。
○複数の深度において有孔虫化石を用いて14C法年代測定を実施しており，深度約653cmにおいて14C法年代測定値51,080y.B.P.以前※1が得られ，

その直下にクッタラ第2火山灰(Kt-2)に対比される火山灰を確認している(分析結果はP274参照)。
○当該堆積物は，火山ガラスを多く含む(78/200粒子)ことから，クッタラ第2火山灰(Kt-2)の純層(層厚5cm)に区分される※2。
○一方で，陸域に堆積したものが河川を流下し，堆積した可能性も考えられることから，二次堆積物aに区分される可能性も考えられる。

地質調査(調査結果-敷地前面海域における地質調査(No.1試料採取位置)-)(2/6) 一部修正(H28/8/26審査会合)

深度
(㎝)

岩 相 絶対年代

0

800

700

600

500

400

300

200

100

深度：315㎝

深度：653㎝

有孔虫殻の１４Ｃ法年代測定値
20,700±180 y.B.P.

有孔虫殻の１４Ｃ法年代測定値
＞51,080 y.B.P.

上面深度：253㎝

池原ほか(1996)のTL-2層に対比
15,500 y.B.P.

岩相対比

火山灰中の火山ガラス及び斜方
輝石の屈折率の類似性より，クッ
タラ第２火山灰(Kt-2)に対比

コア長：755㎝

上面深度：659㎝

深度：253㎝

有孔虫殻の１４Ｃ法年代測定値
16,600±90 y.B.P.

深度：286㎝

有孔虫殻の１４Ｃ法年代測定値
19,630±130 y.B.P.

深度：523㎝

有孔虫殻の１４Ｃ法年代測定値
＞40,390 y.B.P.

深度：604㎝

有孔虫殻の１４Ｃ法年代測定値
＞43,680 y.B.P.

231～260  強い生物擾乱 (260cm以浅)

431～438   暗色層（強い生物擾乱，有孔虫化石に富む）

446～451   暗色層（強い生物擾乱，有孔虫化石に富む）

511～529   暗色層（生物擾乱あり）

231          明瞭な色調境界 (上部：暗，下部：明）

253～290  細互層（生物擾乱）

311           細砂層

191～194   細砂層

504      粗粒砂をパッチ状に狭む

323～326   細互層

537～549   暗色層（生物擾乱あり）

688～755   フローイン

659～664   火山灰（クッタラ第2火山灰）

621～628    粗砂層
630～641   暗色層（生物擾乱あり）

473～486   暗色層（強い生物擾乱，有孔虫化石に富む）

360～362  暗色層（生物擾乱あり）

577～613   暗色層（生物擾乱,584～598cm)

凡 例

珪質粘土

砂層

火山灰

暗色層

細葉理

フローイン

総合柱状図

凡例

※1 14C法年代測定結果の詳細は，H28.9.30審査会合資料「泊発電所敷地前面及び周辺海域の地質層序補足説明資料」参照。
なお，本14C法年代測定に使用した機器の理論的な計測限界は，6万～6.5万年前程度である。

※2 火山ガラスの粒子数等に着目した，降下火砕物の純層又は二次堆積物への細区分の考え方については，P276～P277参照。

２．３ 地質調査

２．３．３ 敷地前面海域における調査結果
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深度208.0cm

深度0.0cm 深度6.0cm

深度6.0cm 深度106.5cm

深度106.5cm 深度208.0cm

深度307.3cm

深度307.3cm 深度407.6cm

深度407.6cm 深度507.8cm

深度507.8cm 深度607.8cm

深度607.8cm 深度705.3cm

深度705.3cm 深度755.3cm

火山灰(Kt-2)
深度659cm～664cm

地質調査(調査結果-敷地前面海域における地質調査(No.1試料採取位置)-)(3/6) 一部修正(H28/8/26審査会合)

柱状試料No.1 コア写真

２．３ 地質調査

２．３．３ 敷地前面海域における調査結果
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海上音波探査記録 測線B-7

○No.3試料採取位置は，町田・新井(2011)及びUesawa et al.(2022)によれば，支笏第1降下軽石(Spfa-1)の分布範囲に位置しない(P125～
P127参照)。

○しかし，宝田(2022)においては，日本海(層厚0.1cm)，利尻島(層厚2cm)及び長万部付近(Tr：微量)において支笏第1降下軽石(Spfa-1)が確認
されており，これらの地点は，敷地前面海域を取り囲むように位置する(P128参照)。

○当該位置において，ピストンコアラーにより715cmの柱状試料を採取した。
○複数の深度において有孔虫化石を用いて14C法年代測定を実施しており，深度約707cmにおいて14C法年代測定値45,660y.B.P.以前※1が得られて

いる。
○深度約632cmにおいて，支笏第1降下軽石(Spfa-1)に対比される火山灰を確認している(分析結果はP274参照)。
○当該堆積物は，火山ガラスを多く含む(192/200粒子)ことから，支笏第1降下軽石(Spfa-1)の純層(層厚2cm)に区分される※2。
○一方で，陸域に堆積したものが河川を流下し，堆積した可能性も考えられることから，二次堆積物aに区分される可能性も考えられる。

地質調査(調査結果-敷地前面海域における地質調査(No.3試料採取位置)-)(4/6) 一部修正(H28/8/26審査会合)

深度
(㎝)

岩 相 絶対年代

0

800

700

600

500

400

300

200

100

深度：418㎝

深度：707㎝

有孔虫殻の１４Ｃ法年代測定値
23,570±160 y.B.P.

有孔虫殻の１４Ｃ法年代測定値
＞45,660 y.B.P.

池原ほか(1996)のTL-2層に対比
15,500 y.B.P.

岩相対比

火山灰中の火山ガラス及び
斜方輝石の屈折率の類似性
より，支笏第１火山灰(Spfa-1)に対
比

コア長：715㎝

池原ほか(1996)のTL-1層に対比
10,400 y.B.P.

上面深度：275㎝

上面深度：358㎝

上面深度：632㎝

深度：278㎝

有孔虫殻の１４Ｃ法年代測定値
10,525±60 y.B.P.

275～282    細互層（強い生物擾乱あり）

358            明瞭な色調境界（軟Ｘ線写真で細互層を認める）

396～400 細粒砂タービダイト（上方細粒化を示す）
417～423 細互層（生物擾乱なし）
428～429 暗色層

491～497 暗色層（強い生物擾乱あり）

509～513 暗色層（強い生物擾乱あり）
524～540 暗色層（強い生物擾乱あり，

最下部(1cm厚)は細互層）

566～571 暗色層（強い生物擾乱あり）

632～634  火山灰（支笏第１火山灰）

664～688    暗色層（強い生物擾乱あり）

688～715    細互層（生物擾乱なし）

580～586 暗色層（強い生物擾乱あり）
592～603 暗色層（強い生物擾乱あり）

358以浅 暗色
358～388     明色

634～643 細互層

609～630 暗色層（強い生物擾乱あり）

凡 例

珪質粘土

砂層

火山灰

暗色層

細葉理

総合柱状図

凡例

※1 14C法年代測定結果の詳細は，H28.9.30審査会合資料「泊発電所敷地前面及び周辺海域の地質層序補足説明資料」参照。
※2 火山ガラスの粒子数等に着目した，降下火砕物の純層又は二次堆積物への細区分の考え方については，P276～P277参照。

２．３ 地質調査

２．３．３ 敷地前面海域における調査結果
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深度0.0cm 深度94.0cm

深度94.0cm 深度200.0cm

深度200.0cm 深度302.0cm

深度302.0cm 深度403.0cm

深度403.0cm 深度504.0cm

深度504.0cm 深度604.0cm

深度604.0cm 深度659.0cm

深度659.0cm 深度714.5cm

火山灰(Spfa-1)
深度632cm～634cm

地質調査(調査結果-敷地前面海域における地質調査(No.3試料採取位置)-)(5/6) 一部修正(H28/8/26審査会合)

柱状試料No.3 コア写真

２．３ 地質調査

２．３．３ 敷地前面海域における調査結果
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火山灰分析結果(屈折率)

対比される
火山灰

屈折率
試料

角閃石斜方輝石火山ガラス

Kt-2検出されず1.712-1.7161.512-1.516
No.1試料採取位置

深度659cm

Spfa-11.683-1.692
1.714-1.718(23%)
1.729-1.734(77%)

1.500-1.503
No.3試料採取位置

深度632cm

1.674-1.6841.758-1.7611.494-1.498Toya
Toya，Kt-2及びSpfa-1の

屈折率
(町田・新井，2011より)

1.678-1.6841.712-1.7181.505-1.515Kt-2

1.688-1.6911.729-1.7351.501-1.505Spfa-1

地質調査(調査結果-敷地前面海域における地質調査(火山灰分析結果)-)(6/6) 一部修正(H28/8/26審査会合)

２．３ 地質調査

２．３．３ 敷地前面海域における調査結果
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一部修正(R5/1/20審査会合)降下火砕物の純層，二次堆積物等への細区分の考え方(1/2)

【純層，二次堆積物等への細区分の考え方】
○これまで(R3.10.14審査会合以前)，洞爺火山灰(Toya)及び阿蘇4火山灰(Aso-4)の降灰層準※1に相当すると評価した堆積物等について，降下火砕物

の純層，二次堆積物等への細区分を実施した。

○細区分に当たっては，降下火砕物の純層及び二次堆積物を以下のとおり定義した。
・「純層」：ある火山噴火イベントから噴出した降下火砕物(本質物)が直接降って形成された層であり，構成物が主に本質物からなる。
・「二次堆積物」：いったん堆積した降下火砕物(本質物)が，再堆積して形成されたものであり，移動を示唆する堆積構造や現地性の異質物質等の混在が

認められるもの。
このうち，構成物が主に本質物からなるものを“二次堆積物a”，構成物中における本質物の占める割合が純層及び二次堆積物aと比較し
て低いものを“二次堆積物b”と呼称する。

○上記定義を踏まえ，堆積構造の有無，異質物質等の混在の有無，火山ガラスの粒子数等に着目し，細区分を実施した。
○このうち，火山ガラスの粒子数については，以下のとおり基準を設けた。

(主に本質物からなるものの基準)
・町田ほか(1987)において洞爺火山灰(Toya)が分布するとされている地域における当社地質調査(梨野舞納露頭)の結果，火山ガラスの粒子数が
1000/3000粒子以上認められることから，基準を1000/3000粒子以上とする。

(本質物の占める割合が純層及び二次堆積物aと比較して低いものの基準)
・火山ガラスの粒子数が1000/3000粒子未満から300/3000粒子(含有比10%)以上のものと設定し，300/3000粒子未満である堆積物は，火山ガラスが
混在する堆積物※2とする。

○降下火砕物の純層，二次堆積物等への細区分の基準及び模式図を次頁に示す。

○「純層」は，「5.個別評価の結果を受けた原子力発電所への火山事象の影響評価」における降下火砕物の層厚評価の検討対象とする。
○「二次堆積物」のうち，“二次堆積物a”は，構成物が主に本質物からなるものであることを踏まえ，保守的に降下火砕物の層厚評価の検討対象とする。

○なお，火山ガラスの粒子数が少ない，火山ガラスがほとんど含まれない又は火山ガラスが認められないものは，主に火山砕屑物からなるものではないと評価
されるが，このうち，以下の条件に該当するものは，降下火砕物由来の火山ガラスが風化等に伴い消失している可能性も考えられる。

・条件①：礫を含まず，細粒な層相を呈する
・条件②：スケッチ又は柱状図の層相に“火山灰”と明記されている

○このため，この条件に該当する堆積物については，火山ガラスだけではなく，火山ガラスと比較して風化変質しづらい重鉱物(斜方輝石及び角閃石)に関す
る分析結果も含め，総合的に評価した。

○火山ガラス及び重鉱物に関しての着目点を以下に示す。
(火山ガラス)
・降下火砕物の可能性を示唆する，上，下位層と比較しての粒子数のピークが認められるか否か

(重鉱物)
・降下火砕物の可能性を示唆する，上，下位層と比較しての粒子数のピークが認められるか否か
・降下火砕物の可能性を示唆する，屈折率のピークが認められるか否か

２．３ 地質調査

２．３．３ 敷地前面海域における調査結果
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降下火砕物の純層，二次堆積物等への細区分の考え方(2/2) 一部修正(R5/1/20審査会合)

※1 下方から鉛直方向に火山ガラスの粒
子数を確認し，粒子数が急増する箇
所を降下火砕物の降灰層準に認定し
ている。

※2 火山ガラスの粒子数が，300/3000
粒子未満のもののうち，10/3000粒
子未満のものについては，「火山ガラ
スがほとんど含まれない」と呼称し，
0/3000粒子のものについては，「火
山ガラスが認められない」と呼称する。

影響評価における
降下火砕物の層厚評価

の検討対象
火山ガラスの粒子数

堆積構造の有無
又は

異質物質等の混在
細区分結果

×300/3000粒子未満ー
火山ガラスが

混在する堆積物※2

×
300/3000粒子以上，
1000/3000粒子未満

有b
二次堆積物

○1000/3000粒子以上有a
○1000/3000粒子以上無純層

降下火砕物の純層，二次堆積物等への細区分の基準

堆積後の生物擾乱等による火山ガラスの下位への移動

0 500 1000 1500 2000 2500 3000

火山ガラスの粒子数(3000粒子中)

「純層」
・堆積構造 and 異質物質等 無

a

「二次堆積物」
・堆積構造 or 異質物質等 有

火山ガラスが混在する堆積物※2

降下火砕物の純層，二次堆積物等への細区分の模式図

： 降下火砕物の降灰層準※1

b

火山ガラスがほとんど含まれない
又は

火山ガラスが認められない

２．３ 地質調査

２．３．３ 敷地前面海域における調査結果
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P. 3

P.120

P.121

P.129

P.134

P.278

P.292

P.294

P.302

P.312

P.384

P.385

P.391

P.395

P.438

P.439

P.443

P.461
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○地質調査において，敷地及び敷地近傍で確認した以下の火山噴出物を対象に，堆積物の分布及び層厚を整理した。
・洞爺火砕流本体※1

・ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)
・洞爺火山灰(Toya)※2

・阿蘇4火山灰(Aso-4)

○整理結果として，敷地及び敷地近傍における各火山噴出物堆積時の推定分布図を作成し，これに地質調査で確認した層厚も合わせて
示した。

○推定分布図は，以下の考えに基づき作成を行った。
・地質調査において各火山噴出物を確認した地点に加え，文献調査(P122～P128参照)において分布を示されている範囲を網羅す
る範囲とする。

・火山ガラスが混在する堆積物は，主に火山砕屑物からなるものではない(P276～P277参照)ことから，当該堆積物のみが認められ
る調査地点は考慮しない。

(次頁へ続く)

降下火砕物を除く火山噴出物

降下火砕物

※1 当社は，洞爺火砕流堆積物のうち，目視可能な大きさの軽石が認められるものを，洞爺火砕流本体と呼称している。
※2 洞爺火山灰(Toya)の火山ガラスを多く含む堆積物は，降下火砕物由来として示しているが，火砕サージ由来か降下火砕物由来かを厳密に区分することは難しいと評価している。

火山学的調査(調査結果)(1/2) 一部修正(R5/7/7審査会合)

２．４ 火山学的調査
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【推定分布図】
○以下に示す火山噴出物の推定分布図を次頁～P288に示す。

・洞爺火砕流本体
・ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)
・洞爺火山灰(Toya)
・阿蘇4火山灰(Aso-4)

○なお，地質調査において，敷地及び敷地近傍に分布が認められないものの，文献調査で分布が示されている火山噴出物は以下に示すとおり
であり，これらについては等層厚線図を参考としてP290～P291に示す。

・2000年有珠山噴火に伴い噴出した降下火砕物
・クッタラ第2火山灰(Kt-2)
・支笏第1降下軽石(Spfa-1)
・白頭山苫小牧火山灰(B-Tm)
・姶良Tn火山灰(AT)
・クッチャロ羽幌火山灰(Kc-Hb)

(前頁からの続き)

降下火砕物を除く火山噴出物

降下火砕物

火山学的調査(調査結果)(2/2) 一部修正(R5/7/7審査会合)

２．４ 火山学的調査
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○洞爺火砕流本体※1の推定分布図を下図に示す。
○なお，当図には地質調査で確認している層厚も合わせて示している。

火山学的調査(調査結果-火山噴出物の推定分布図 洞爺火砕流本体-)(1/2) 再掲(R5/7/7審査会合)

２．４ 火山学的調査

○黒破線で示す範囲は，Goto et al.(2018)
において図示されていないものの，当該文
献において共和ダム付近(標高約100m)
まで分布が示されていることを踏まえ，同
標高付近まで分布しているものと推定して
いる。

○当該範囲は，Goto et al.(2018)において，洞爺火砕流の分布
は示されておらず，当社地質調査においても洞爺火砕流本体は
確認していないが，敷地のうちMm1段丘より低標高側に洞爺火
砕流本体が到達した可能性を否定できないと評価している。

○このため，敷地のMm1段丘堆積物の上面標高が約24mである
ことを踏まえ，当該範囲の標高20m以下を洞爺火砕流本体の
推定分布範囲とした。

共和町幌似Mm1段丘堆積物
共和台地

岩内台地

岩内低地

岩内平野
梨野舞納

B-5

C-2

茶津地点(A地点)

滝ノ澗②地点

泊①地点

泊②地点

古宇川左岸地点

Mm1段丘露頭

C地点

B地点

F-1断層開削調査箇所

Hm3段丘堆積物

老古美周辺

岩内湾

幌似露頭1

H29岩内-5

H29岩内-2

H29岩内-6

H29岩内-1

老古美地点②

露頭①

泊発電所

古宇川右岸地点

照岸地点

B-2

B-3

B-4

B-7

C-1

H29岩内-3

A-1
B-1

B-6
C-3

H26共和-5 H26共和-6

H26共和-7

H26共和-2

H26共和-1

H26共和-3

H26共和-4

泥川露頭 幌似露頭2

敷地及び敷地近傍における洞爺火砕流本体の推定分布範囲

【B-4ボーリング】
洞爺火砕流堆積物(層厚：19.9m)

【B-5ボーリング】
洞爺火砕流堆積物(層厚：22.0m)

【C-2ボーリング】
洞爺火砕流堆積物(層厚：1.0m)

【露頭①】
洞爺火砕流堆積物(層厚：15m以上)※1 当社は，洞爺火砕流堆積物のうち，目視

可能な大きさの軽石が認められるものを，
洞爺火砕流本体と呼称している。
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火山学的調査(調査結果-火山噴出物の推定分布図 洞爺火砕流本体-)(2/2)

２．４ 火山学的調査

共和町幌似Mm1段丘堆積物
共和台地

岩内台地

岩内低地

岩内平野梨野舞納

B-5

C-2

茶津地点(A地点)※2

滝ノ澗②地点

泊①地点

泊②地点※2

古宇川左岸地点※2

Mm1段丘露頭

C地点※2

B地点※2

F-1断層開削調査箇所

Hm3段丘堆積物

老古美周辺

岩内湾

幌似露頭1

H29岩内-5

H29岩内-2

H29岩内-6

H29岩内-1

老古美地点②

露頭①

泊発電所

古宇川右岸地点※2

照岸地点※2

B-2

B-3

B-4

B-7

C-1

H29岩内-3

A-1
B-1

B-6C-3

H26共和-5 H26共和-6

H26共和-7

H26共和-2

H26共和-1

H26共和-3

H26共和-4

泥川露頭 幌似露頭2

文献調査における洞爺カルデラの
火山噴出物(降下火砕物除く)
(産業技術総合研究所
地質調査総合センター編(2020)
より作成)

約47km

洞爺カルデラ

※3

共和町幌似付近

泊発電所

敷地から半径10km以内の第四紀火山地質図

凡 例

ボーリング調査

露頭調査又は開削調査
※2 複数のボーリング又は開削調査を実施している地点。
※3 Sanjo and Sugai(2023)によれば，洞爺カルデラから北方向に約47km離れた仁木町尾根内付近に洞爺火

砕流堆積物の露頭があるとされている。洞爺カルデラから当該露頭までの距離は，洞爺カルデラから共和町
幌似付近までの距離と同じである。

※4 Goto et al.(2018)においては，共和町幌似付近以西において洞爺火砕流堆積物は確認されていないもの
の，推定に基づき，幌似付近を越えて岩内湾まで分布が示されている。

：火砕流堆積物(中期更新世)(Tp)

：火砕流堆積物(中期更新世)(滝ノ上火砕流堆積物)

：火砕流堆積物(前期更新世後半)(壮瞥火砕流堆積物)

凡 例

：火山噴出物(降下火砕物除く)の最大到達距離

文献調査における洞爺火砕流
の分布と層厚※4

(Goto et al.(2018)に加筆)

(図中の数字は層厚を示す，単位：m)

洞爺カルデラ

岩内湾
共和町幌似

泊発電所

再掲(R5/7/7審査会合)
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共和町幌似Mm1段丘堆積物
共和台地

岩内台地

岩内低地

岩内平野
梨野舞納

B-5

C-2

茶津地点(A地点)※

滝ノ澗②地点

泊①地点

泊②地点※

古宇川左岸地点※

Mm1段丘露頭

C地点※

B地点※

F-1断層開削調査箇所

Hm3段丘堆積物

老古美周辺

岩内湾

幌似露頭1

H29岩内-5

H29岩内-2

H29岩内-6H29岩内-1

老古美地点②

露頭①

泊発電所

古宇川右岸地点※

照岸地点※

B-2

B-3

B-4

B-7

C-1

H29岩内-3

A-1
B-1

B-6
C-3

H26共和-5 H26共和-6

H26共和-7
H26共和-2

H26共和-1

H26共和-3

H26共和-4

泥川露頭 幌似露頭2

凡 例

ボーリング調査

露頭調査又は開削調査

文献調査におけるニセコ・雷電火山群の
火山噴出物(火砕流堆積物)の分布範囲

(産業技術総合研究所地質調査総合センター編(2020)より作成)

ニセコ・雷電火山群
(イワオヌプリ)

泊発電所

凡 例

：火山岩(後期更新世，中間質)
：火山岩(中期更新世，中間質)
：火山岩(前期更新世後半，中間質)

※複数のボーリング又は開削調査を実施している地点。

敷地及び敷地近傍におけるニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)の推定分布範囲

○ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)の推定分布図を下図に示す。
○なお，当図には地質調査で確認している層厚も合わせて示している。

【老古美地点②】
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)(層厚：3m以上)

【H29岩内-6ボーリング】
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)(層厚：16.7m)

【H29岩内-1ボーリング】
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)(層厚：21.6m)

【H29岩内-5ボーリング】
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)(層厚：0.2m)

火山学的調査(調査結果-火山噴出物の推定分布図 ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)-) 一部修正(R5/7/7審査会合)

２．４ 火山学的調査
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洞爺火山灰(Toya)の
推定分布範囲

共和町幌似

Mm1段丘堆積物

共和台地

岩内台地

岩内低地

岩内平野
梨野舞納

B-5

C-2

茶津地点(A地点)

滝ノ澗②地点

泊①地点

泊②地点

古宇川左岸地点

Mm1段丘露頭

C地点

B地点
F-1断層開削調査箇所

Hm3段丘堆積物

老古美周辺

岩内湾

幌似露頭1

H29岩内-5

H29岩内-2

H29岩内-6H29岩内-1

老古美地点②

露頭①

泊発電所

古宇川右岸地点

照岸地点

B-2

B-3

B-4

B-7

C-1
H29岩内-3

A-1
B-1

B-6C-3

H26共和-5 H26共和-6

H26共和-7H26共和-2

H26共和-1

H26共和-3

H26共和-4

泥川露頭
幌似露頭2

※1 当該地点は，敷地造成に伴う改変により消失して
いることから，当該地点の陸成層中の火山灰等と
記載されている堆積物については，敷地及び敷地
近傍の地質調査結果を踏まえた解釈を行っている。
詳細はP258～P259参照。

○地質調査において確認した洞爺火山灰(Toya)の火山ガラスを多く含む堆積物については，火砕サージ由来か降下火砕物由来かを厳密に区分することは難
しいと評価している。

○このため，降下火砕物又は火砕サージそれぞれの分布範囲を推定することは困難ではあるが，Uesawa(2023)等において，敷地及び敷地近傍の一帯は，
洞爺カルデラの降下火砕物(洞爺火山灰(Toya))の分布範囲として示されていることから，下図の通り降下火砕物としての推定分布図を作成した。

○なお，当図には地質調査で確認している層厚も合わせて示している。
○当図のうち一部の範囲には火砕サージが分布するものと考えられる。

敷地及び敷地近傍における洞爺火山灰(Toya)の推定分布範囲

： 当該堆積物は，本頁において降下火砕物由
来として示しているが，火砕サージ由来か降下
火砕物由来かを厳密に区分することは難しい
と評価している。

【梨野舞納露頭】
Toyaの純層(層厚：30cm)

【H29岩内-5ボーリング】
Toyaの純層(層厚：少なくとも70cm)

【H29岩内-2ボーリング】
Toyaの純層(層厚：10cm)

【H29岩内-3ボーリング】
Toyaの純層又はToyaの二次堆積物b
(層厚：合計16cm)

【照岸1‐3ボーリング】
Toyaの二次堆積物a(層厚：20cm)

【照岸1‐5ボーリング】
Toyaの二次堆積物a(層厚：40cm)

【神恵内1-1ボーリング】
Toyaの二次堆積物a(層厚：20cm)

【神恵内1‐2ボーリング】
Toyaの純層(層厚：20cm)

【神恵内1‐3ボーリング】
Toyaの純層(層厚：50cm)

【神恵内1‐6ボーリング】
Toyaの純層(層厚：17cm)

【神恵内M-3ボーリング】
Toyaの二次堆積物a(層厚：15cm)
Toyaの純層(層厚：5cm)

【神恵内M-1ボーリング】
Toyaの純層(層厚：10cm)

【F-1断層開削調査箇所(1,2号炉調査時)(a地点)】※1

陸成層
・支笏第1降下軽石(Spfa-1)，洞爺火山灰(Toya)及び
対象火山灰に対比される火山ガラスが混在する堆積物

・洞爺火山灰(Toya)の火山ガラスを多く含む堆積物若し
くは阿蘇4火山灰(Aso-4)の純層又は二次堆積物に対
比される可能性もあるが，噴出年代及び給源が不明な
降下火砕物である可能性を否定できない

一部修正(R5/7/7審査会合)

２．４ 火山学的調査

火山学的調査(調査結果-火山噴出物の推定分布図 洞爺火山灰(Toya)-)(1/2)
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文献調査における洞爺カルデラの降下火砕物(洞爺火山灰(Toya))の分布範囲※3

(Uesawa(2023)を基に当社が作成，背景地図はESRI社提供の地形図を使用)

※2 複数のボーリング又は開削調査を実施している地点。
※3 図中の数字の単位はcm。灰色のハッチング部は層厚＞0㎝の領域を表す。等層厚線の間隔は，10cm

間隔で示す。

泊発電所

10

20

30

0

敷地から半径10km以内の第四紀火山地質図

凡 例

ボーリング調査

露頭調査又は開削調査

共和町幌似Mm1段丘堆積物
共和台地

岩内台地

岩内低地

岩内平野梨野舞納

B-5C-2

茶津地点(A地点)※2

滝ノ澗②地点

泊①地点

泊②地点※2

古宇川左岸地点※2

Mm1段丘露頭

C地点※2

B地点※2

F-1断層開削調査箇所

Hm3段丘堆積物

老古美周辺

岩内湾

幌似露頭1

H29岩内-5

H29岩内-2

H29岩内-6

H29岩内-1

老古美地点②

露頭①

泊発電所

古宇川右岸地点※2

照岸地点※2

B-2

B-3

B-4

B-7

C-1

H29岩内-3

A-1
B-1

B-6C-3

H26共和-5 H26共和-6

H26共和-7

H26共和-2

H26共和-1

H26共和-3

H26共和-4

泥川露頭幌似露頭2

火山学的調査(調査結果-火山噴出物の推定分布図 洞爺火山灰(Toya)-)(2/2) 再掲(R5/7/7審査会合)

２．４ 火山学的調査



288288

【神恵内M-2ボーリング】
Aso-4の純層(層厚：5cm)

【F-1断層開削調査箇所(1,2号炉調査時)(a地点)】※4

陸成層
・支笏第1降下軽石(Spfa-1)，洞爺火山灰(Toya)及
び対象火山灰に対比される火山ガラスが混在する堆
積物

・洞爺火山灰(Toya)の火山ガラスを多く含む堆積物
若しくは阿蘇4火山灰(Aso-4)の純層又は二次堆
積物に対比される可能性もある

凡 例

ボーリング調査

露頭調査又は開削調査

※1 複数のボーリング又は開削調査を実施している地点。
※2 等層厚線の中心部が不自然な眼鏡様を呈するのは，ArcGISの内挿補完

によって生じた見かけ上のものである。
※3 図中の数字の単位はcm。灰色のハッチング部は層厚＞0㎝の領域を表す。

等層厚線の間隔は5cm間隔。分布範囲外縁部が直線的な箇所は，解析
範囲外であることを示す。

※4 当該地点は，敷地造成に伴う改変により消失していることから，当該地
点の陸成層中の火山灰等と記載されている堆積物については，敷地及
び敷地近傍の地質調査結果を踏まえた解釈を行っている。詳細はP258
～P259参照。

文献調査における阿蘇4火山灰(Aso-4)の分布範囲※2,3

(Uesawa(2023)を基に当社が作成，背景地図はESRI社
提供の地形図を使用)

泊発電所

5
10

15

20

0

共和町幌似Mm1段丘堆積物
共和台地

岩内台地

岩内低地

岩内平野
梨野舞納

B-5

C-2

茶津地点(A地点)※1

滝ノ澗②地点

泊①地点

泊②地点

古宇川左岸地点※1

Mm1段丘露頭

C地点※1

B地点※1

F-1断層開削調査箇所

Hm3段丘堆積物

老古美周辺

岩内湾

幌似露頭1

H29岩内-5

H29岩内-2

H29岩内-6H29岩内-1

老古美地点②

露頭①

泊発電所

古宇川右岸地点※1

照岸地点※1

B-2

B-3

B-4

B-7

C-1

H29岩内-3

A-1
B-1

B-6
C-3

H26共和-5 H26共和-6

H26共和-7

H26共和-2

H26共和-1

H26共和-3

H26共和-4

泥川露頭 幌似露頭2

敷地及び敷地近傍における阿蘇4火山灰(Aso-4)の推定分布範囲

○阿蘇4火山灰(Aso-4)の推定分布図を下図に示す。
○なお，当図には地質調査で確認している層厚も合わせて示している。

阿蘇4火山灰
(Aso-4)の
推定分布範囲

火山学的調査(調査結果-火山噴出物の推定分布図 阿蘇4火山灰(Aso-4)-) 一部修正(R5/7/7審査会合)

２．４ 火山学的調査
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余白
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敷地及び敷地近傍に到達した可能性のある降下火砕物の層厚分布図※2

(Uesawa(2023)を基に当社が作成，背景地図はESRI社提供の地形図を使用)

※1 敷地はごく微量の降灰(層厚<0.01mm)範囲に位置する。
※2 図中の数字の単位はcm。灰色のハッチング部は層厚＞0㎝の領域を表す。等層厚線の間隔は，B-Tm及びAso-4は5cm間隔，それ以外は

10cm間隔で示す。分布範囲外縁部が直線的な箇所は，解析範囲外であることを示す。

○地質調査において，敷地及び敷地近傍に分布が認められないものの，文献調査で分布が示されている火山噴出物の等層厚線図を以下
及び次頁に示す。

敷地及び敷地近傍に到達した可能性のある
降下火砕物の等層厚線図

(町田・新井(2011)より当社が作成)

クッタラ第2火山灰(Kt-2)

泊発電所

10
20

0

2000年有珠山噴火(4月4日)に伴い噴出した降下火砕物※1

泊発電所

0

白頭山苫小牧火山灰(B-Tm)

泊発電所

510 0

姶良Tn火山灰(AT)

泊発電所

10

20
30

0

50

1
0

泊発電所

クッチャロ羽幌火山灰(Kc-Hb)

火山学的調査((参考)降下火砕物の分布)(1/2) 再掲(R5/7/7審査会合)

２．４ 火山学的調査
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30
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○町田・新井(2011)及びUesawa et al.(2022)の確認では抽出されないものの，より最新の知見に基づき，敷地及び敷地近傍に到達し
た可能性のある降下火砕物として，以下の文献のとおり，支笏第1降下軽石(Spfa-1)が抽出される。

○最新の野外地質調査と既存文献調査に基づき支笏火砕流堆積物及び支笏第1降下軽石(Spfa-1)の分布範囲及び層厚等をまとめた
宝田ほか(2022)によれば，等層厚線図範囲内(>2cm)に敷地は含まれていないものの，敷地の北方に位置する日本海(層厚0.1㎝)や
利尻島(層厚2cm)，敷地の南方に位置する長万部付近(Tr：微量)において確認されていることを踏まえると，敷地及び敷地近傍に支笏
第1降下軽石(Spfa-1)が到達した(降灰した)可能性が考えられる。

支笏第1降下軽石(Spfa-1)の層厚分布図(宝田ほか(2022)に加筆)

泊発電所

2

4

8

16

32

火山学的調査((参考)降下火砕物の分布)(2/2) 一部修正(R5/7/7審査会合)

２．４ 火山学的調査
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【まとめ】 一部修正(R5/7/7審査会合)

○支笏カルデラは，最大規模の噴火に伴う設計対応不可能な火山事象が敷地に到達した可能性は十分小さいと判断される。
○洞爺カルデラは，最大規模の噴火に伴う設計対応不可能な火山事象が敷地に到達した可能性を否定できない。

○地理的領域にある32火山のうち，火砕流堆積物が給源から敷地方向に数十kmにわたって分布する火山は，支笏カルデラ及び洞爺カル
デラである(本編資料4.1章参照)。

○上記2火山の最大規模の噴出物は，それぞれSp-1(支笏火砕流堆積物(Spfl)及び支笏第1降下軽石(Spfa-1))及びTp(洞爺火山灰
(Toya)及び洞爺火砕流)である。

○Sp-1及びTpのうち，設計対応不可能な火山事象である火砕流が敷地に到達した可能性について，下表のとおり評価を行った。

支笏カルデラ及び洞爺カルデラにおいて噴出した設計対応不可能な火山事象である火砕流が敷地に到達した可能性に関する評価結果

評価結果

敷地方向の分布状況敷地方向の最大到達地点文献に基づく最大到達地点
最大規模の

噴出物
敷地から
の距離

火山
地質調査文献特記事項給源からの距離

(敷地からの距離)

給源から
の方角

給源から
の距離

給源から
の方角

○支笏火砕流堆積物(Spfl)は，給源から敷地方向に層厚を減
じながら尻別川沿いを流下したものと考えられ，羊蹄山北側
地点においては，再堆積層が認められる。

○羊蹄山北側地点を含む俱知安盆地については，盆地全体が
支笏火砕流堆積物に覆われ，敷地に最も近い倶知安盆地北
西端地点まで火砕流が到達していた可能性は否定できない。

○しかし，当該地点よりもさらに敷地方向に位置する倶知安峠
を越えてから，敷地までの間には支笏火砕流堆積物又はその
二次堆積物の分布を示した文献等も認められないことから，
敷地には到達していないと判断される。

なし：
敷地近傍
～敷地

なし：
倶知安峠
～敷地

羊蹄山北側地点伊達市館山町

Sp-1：
支笏火砕流
堆積物(Spfl)，
支笏第1降下
軽石(Spfa-1))

74.8km
支笏

カルデラ

○古倶知安湖に直接
又は間接的に流入
した支笏火砕流が
湖底に厚く堆積した
再堆積層

○当該地点を含む倶
知安盆地のうち，敷
地に最も近い倶知
安盆地北西端地点
の給源からの距離
約54km(敷地から
の距離は約22km)

約48km
(約28km)

北西約52km南西

○洞爺火砕流堆積物は，敷地方向に向かって堀株川沿いを流
下し敷地のうちMm1段丘より低標高側に洞爺火砕流本体が，
Mm1段丘より高標高側については火砕サージが到達した可能
性を否定できないものと評価した。

あり：
敷地近傍(共
和町幌似付
近)

あり：
敷地近傍
(共和町幌
似付近)

敷地近傍のうち共和町幌似付近
C-2ボーリング地点

安平町追分春日Tp：
洞爺火山灰
(Toya)，
洞爺火砕流

54.8km
洞爺

カルデラ
ー

約48km
(約8km)

北～北西約85km東

３. 支笏カルデラ及び洞爺カルデラにおいて噴出した火砕流が敷
地に到達した可能性評価
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○支笏カルデラの最大規模の噴出物であるSp-1のうち，支笏火砕流堆積物(Spfl)が敷地に到達した可能性について検討を行った。
○検討は，文献に示される支笏火砕流堆積物(Spfl)の最大到達距離と層厚の確認(次頁参照)並びに文献及び当社地質調査を踏まえた，

敷地周辺における支笏火砕流堆積物(Spfl)の分布状況の確認(P297～P301参照)に基づき実施した。

① まとめ 一部修正(R5/7/7審査会合)

○支笏火砕流は，給源から敷地方向に層厚を減じながら尻別川沿いを流下したものと考えられ，給源から約42km(敷地からの距離約
40km)の真狩村付近まで火砕流堆積物が認められる。

○より敷地に近い羊蹄山北側地点(給源から約48km, 敷地から約28km)付近においては，古倶知安湖に直接又は間接的に流入した支
笏火砕流が湖底に厚く堆積したrework(再堆積層)が認められる。

○再堆積層が認められる各地点の地質状況，標高及び地形状況を踏まえると，盆地全体が古倶知安湖に直接または間接的に流入した支
笏火砕流堆積物に覆われ，敷地に最も近い俱知安盆地北西端地点まで火砕流が到達していた可能性は否定できず，この場合，敷地方
向における支笏火砕流の最大到達距離は約54km(敷地からの距離約22km)となる。

○倶知安盆地北西端地点よりもさらに敷地方向に位置する倶知安峠(現河床との比高約80m)を越えてから，敷地までの間には支笏火砕
流堆積物(Spfl)又はその二次堆積物の分布を示した文献等も認められないことから，敷地には到達していないと判断される。

３. １ 支笏火砕流
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○支笏火砕流堆積物(Spfl)は支笏カルデラ周辺に広範囲に認められ，rework(再堆積層)も含めた，火砕流堆積物確認地点に基づく敷地
方向の最大到達地点は，宝田ほか(2022)に示される羊蹄山北側地点※(約48km)である。

○支笏カルデラから全方向を考慮した場合，火砕流堆積物確認地点に基づく支笏火砕流堆積物(Spfl)の最大到達距離は，宝田ほか
(2022)に示される支笏カルデラから南西方向に位置する伊達市館山町までの約52kmであり，層厚は1mである。

○支笏火砕流堆積物(Spfl)の分布範囲を確認するため，支笏カルデラの火山噴出物の分布を示す代表文献である宝田ほか(2022)，敷
地方向の最大到達地点付近の支笏火砕流堆積物(Spfl)の分布・性状を明らかにしている嵯峨山ほか(2021)及び井上ほか(2022)を
確認した(P24～P28参照)。

○支笏火砕流堆積物(Spfl)は，支笏カルデラ周辺に広範囲に認められ，敷地方向においては，宝田ほか(2022)に示される給源から約
42km(敷地からの距離約40km)の羊蹄山南東側の真狩村付近まで認められ，層厚は0.15～0.05mである。

○真狩村付近からさらに敷地方向に向かって，給源から約48kmの地点である羊蹄山北側地点※(敷地からの距離約28km)においては，
宝田ほか(2022)によってrework(再堆積層)が認められ，層厚は5mである。

○また，羊蹄山北側地点の約1.5km～3km南西の地点※においては，嵯峨山ほか(2021)及び井上ほか(2022)によって，層厚は不明であ
るものの，支笏火砕流堆積物(Spfl)の再堆積物が記載されている。

○支笏カルデラから全方向を考慮した場合，文献に示される火砕流堆積物確認地点に基づく支笏火砕流堆積物(Spfl)の最大到達距離は，
宝田ほか(2022)に示される支笏カルデラから南西方向に位置する伊達市館山町までの約52kmであり，層厚は1mである。

② 文献に示される支笏火砕流の最大到達距離と層厚の確認

※これらの地点の支笏火砕流堆積物は，rework或いは再堆積層とされているが，Nakagawa et al.(2016)による記載も踏まえると，古倶知安湖に直接又は間接的に流入した支笏火砕流が，湖底に厚く堆積し
た堆積物と考えられることから，敷地方向の最大到達地点と評価した(P26～P27参照)。

一部修正(R5/7/7審査会合)

３. １ 支笏火砕流
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○文献に示される，火砕流堆積物確認地点に基づく敷地方向の支笏火砕流堆積物(Spfl)の最大到達地点(羊蹄山北側地点)より，さらに
敷地方向に向かって，支笏火砕流が到達した可能性について，以下の検討を行った。

・支笏カルデラから敷地方向に向かい，尻別川沿い及び堀株川沿いの地形断面図を作成し，文献に示される火砕流堆積物確認地点を
投影することで，流路に沿った地形状況と火砕流堆積物の層厚変化を把握した(次頁参照)。

・文献に示される火砕流堆積物確認地点周辺の地質図幅，分布標高及び地形状況を基に，支笏火砕流の到達が否定できない範囲を推
定した(P299参照)。

・文献及び当社地質調査結果を踏まえた敷地周辺における支笏火砕流堆積物の分布状況を確認した。

③ 文献及び当社地質調査結果を踏まえた敷地周辺における支笏火砕流堆積物の分布状況確認(1/5)

○支笏火砕流堆積物(Spfl)は，給源から真狩村付近に向かって層厚を減じながら尻別川沿いを流下したものと考えられ，その層厚は真狩
村付近で0.15～0.05m程度まで減少している※。

○真狩村付近より敷地方向の羊蹄山北側地点(敷地からの距離約28km)付近においては，宝田ほか(2022)，嵯峨山ほか(2021)及び
井上ほか(2022)により，支笏火砕流堆積物の再堆積層(層厚最大5m)が示されているが，Nakagawa et al.(2016)による記載も踏ま
えると，これらの堆積物については，古倶知安湖に直接又は間接的に流入した支笏火砕流が，湖底に厚く堆積したものと考えられる。

○上記の再堆積層が確認される各地点は，地質図幅において古倶知安湖に堆積したと考えられる倶知安盆地堆積物(Kc)とされる地質分
布域に属しており，各地点の標高及び倶知安盆地の地形状況も踏まえると，盆地全体が古倶知安湖に直接または間接的に流入した支
笏火砕流堆積物に覆われ，敷地に最も近い俱知安盆地北西端地点まで火砕流が到達していた可能性は否定できない(P299参照)。

○この場合，敷地方向における支笏火砕流の最大到達距離は約54km(敷地からの距離約22km)となる(P299参照)。
○しかし，倶知安盆地北西端地点よりもさらに敷地方向に位置する倶知安峠(現河床との比高約80m)を越えてから，敷地までの間には支

笏火砕流堆積物(Spfl)又はその二次堆積物の分布を示した文献は認められない。
○また，当社地質調査の結果，敷地及び敷地近傍に支笏火砕流堆積物(Spfl)は認められない(P300～P301参照)。

一部修正(R5/7/7審査会合)

※このことは，支笏火砕流堆積物の火口からの距離と層厚の関係には，距離の増加に応じ層厚がさらに小さくなる傾向が認められるとする山元(2016)及び宝田ほか(2022)のレビュー結果(R5.7.7審査会合
補足説明資料2の3章)と調和的である。

３. １ 支笏火砕流
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③ 文献及び当社地質調査結果を踏まえた敷地周辺における支笏火砕流堆積物の分布状況確認(2/5)

倶知安盆地
北西端地点

(rework)

３. １ 支笏火砕流



299299

一部修正(R5/7/7審査会合)③ 文献及び当社地質調査結果を踏まえた敷地周辺における支笏火砕流堆積物の分布状況確認(3/5)

尻別川沿いの標高200m以下のおおよその範囲(支笏火砕流
到達時の古倶知安湖の推定分布域)

羊蹄山周辺の支笏火砕流堆積物の分布(宝田ほか(2022)に加筆)

・20万分の1地質図幅「岩内(第2版)」(石田ほか, 1991)によれば，倶知安
盆地堆積物(Kc)と呼ばれる凝灰質砂，軽石，礫及びシルト層が，現在の倶
知安市街地を取り囲むように，標高180～210m程度に分布するとされ，同
範囲に広がっていた古倶知安湖に堆積したものと考えられる。

・支笏火砕流堆積物の再堆積層が認められる各地点は，倶知安盆地堆積物
の分布範囲上に位置しており，各地点の標高が以下の通り概ね200m程度
であることを踏まえると，少なくとも倶知安盆地の標高約200m程度までは
古倶知安湖に水没していたと考えられ，盆地全体が古倶知安湖に直接また
は間接的に流入した支笏火砕流堆積物に覆われ，敷地に最も近い俱知安
盆地北西端地点まで火砕流が到達していた可能性は否定できない。
・羊蹄山北側地点(宝田ほか, 2022)：露頭の具体的な標高は当該文献中に記され
ていないものの，地形図から読み取った露頭基部の標高は約198mと推定される。

・G-4露頭地点(嵯峨山ほか,2021)：当該文献によると，作業場面(露頭基部)の
標高は199mとされている。

・自衛隊駐屯地地点(井上ほか,2022)：当該文献によると，支笏火砕流堆積物の
再堆積層が認められる法面の標高は，181.88～188.88mとされている。

・この場合，敷地方向における支笏火砕流の最大到達距離は約54km(敷地
からの距離約22km)となる。

石田ほか(1991)による倶知安盆地堆積物(Kc)の分布範囲

10km

敷地方向

給源からの流下方向

自衛隊駐屯地の支笏火砕流
堆積物(再堆積層)分布地点

(井上ほか,2022)

G-4露頭の支笏火砕流堆
積物(再堆積物)分布地点

(嵯峨山ほか,2021)

倶知安盆地北西端地点
(古倶知安湖の推定分布域のう

ち，最も敷地に近い地点)

羊蹄山北側地点
(宝田ほか(2022)により，
支笏火砕流堆積物(rework)
を確認している地点)

5km

泊発電所

右図範囲

支笏火砕流堆積物の分布
(産業技術総合研究所地質調査総合センター編(2020)に加筆)

倶知安峠

３. １ 支笏火砕流
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共和町
幌似Mm1段丘堆積物

共和台地

岩内台地

岩内低地

岩内平野梨野舞納

B-5

C-2

茶津地点(A地点)※4

滝ノ澗②地点

泊①地点

泊②地点※4

古宇川左岸地点※4

・神恵内1-1ボーリング
・神恵内1‐2ボーリング
・神恵内1‐3ボーリング
・神恵内1‐6ボーリング

Mm1段丘露頭

C地点※4

B地点※4

F-1断層開削調査箇所※3

Hm3段丘堆積物

老古美周辺

岩内湾

幌似露頭1※5

H29岩内-5

H29岩内-2

H29岩内-6

H29岩内-1

老古美地点②

露頭①

泊発電所

古宇川右岸地点※4

・神恵内M-1ボーリング
・神恵内M-2ボーリング
・神恵内M-3ボーリング

照岸地点※4

・照岸1‐3ボーリング
・照岸1‐4ボーリング
・照岸1‐5ボーリング

B-2

B-3

B-4

B-7

C-1

H29岩内-3

A-1B-1

B-6

C-3

H26共和-5

H26共和-6

H26共和-7

H26共和-2

H26共和-1

H26共和-3

H26共和-4

泥川露頭※5 幌似露頭2※5

敷地及び敷地近傍において火山噴出物が認められる地点

※3 当該地点は，敷地造成に伴う改変により消失していることから，当該地点の陸成層中の火山灰
等と記載されている堆積物については，敷地及び敷地近傍の地質調査結果を踏まえた解釈を
行っている。

※4 複数のボーリング又は開削調査を実施している地点。
※5 敷地近傍の共和台地に位置するこれらの露頭において認められる堆積物については，R3.10.14

審査会合以降に実施した追加地質調査・火山灰分析の結果，いずれも火山噴出物ではないと評
価している。本編資料「2.火山影響評価に関する地質調査概要」参照。

※1 洞爺火山灰(Toya)の火山ガラスを多く含む堆積物は，本頁及び次頁において降下火
砕物由来として示しているが，火砕サージ由来か降下火砕物由来かを厳密に区分す
ることは難しいと評価している(詳細はR5.7.7審査会合補足説明資料2の1章参照)。

※2 敷地には，主に火山砕屑物からなるものではないが，支笏第1降下軽石(Spfa-1)，
洞爺火山灰(Toya)及び対象火山灰が混在する堆積物が認められる。

H29岩内-4

③ 文献及び当社地質調査結果を踏まえた敷地周辺における支笏火砕流堆積物の分布状況確認(4/5) 一部修正(R5/7/7審査会合)

３. １ 支笏火砕流
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堆積物中に対象火
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堆積物中に支笏第1降下軽石
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ーA地点
敷地 ーB地点
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各調査地点において認められる火山噴出物及びその層厚

※6 老古美地点②及び露頭①地点については，露頭調査地点のため，おおよその距離を示す。また，梨野舞納露頭については，露頭調査地点とほぼ同位
置で実施したボーリング実施箇所における距離を示す。

※7 各調査地点において，文献調査で分布が示されていない火山噴出物及び地質調査において認められない火山噴出物については，「－」と表記している。

※8 Goto et al.(2018)において，共和町幌似周辺には，層厚6m，11m及び12mの洞爺火砕流堆積物の分布が示されている。
※9 石田ほか(1991)においては，老古美周辺にニセコ火山群の火砕流堆積物(当社は，「ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)」と呼称)の

分布が示されているものの，層厚は記載されていないことから，「○」と表記している。

③ 文献及び当社地質調査結果を踏まえた敷地周辺における支笏火砕流堆積物の分布状況確認(5/5) 一部修正(R5/7/7審査会合)

３. １ 支笏火砕流




